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新
春
に
想
う

連
合
町
内
会

会
長
　
一泉
野
　
　
進

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昨
年
は
、
未
曾
有
の
酷
暑
に
悩
ま
さ
れ
、
年
末

は
寒
波
の
襲
来
で
街
が
震
え
、
異
常
気
象
と
い
う

言
葉
の
響
き
が
顕
著
な
年
で
し
た
。
経
済
不
況
に

よ
る
雇
用
問
題
、
デ

フ
レ
進
行
、
そ
し
て
高
齢

化

・
少
子
化
が
進
み
、
街
の
成
長
に
わ
ず
か
な
が

ら
易
り
が
見
え
て
お
り
ま
せ
ん
か
。

さ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
私
た
ち
の
望
み
は
街
全
体
に
活
気
を
求
め
、

人
に
優
し
く
安
全

・
安
心
の
街
、
緑
豊
か
で
快
適

な
生
活
環
境
の
街
、
そ
し
て
明
る
い
笑
顔
が
飛
び

交
う
街
等
に
あ
り
ま
す
。

今
、
私
達
が

一
番
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
安

全

・
安
心
で
住
み
よ
い
街
作
り
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

安
全

・
安
心
が
担
保
出
来
れ
ば
、
高
齢
化
問
題
、

少
子
化
問
題
に
も
明
る
さ
を
取
り
戻
し
、
活
気
溢

れ
る
街
と
し
て
発
展
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
為
に
は
全
て
の
安

全

（交
通
、
防
災
、
環
境
、
食
な
ど
）
の
確
保
に

は
私
達
自
身
が
意
識
を
変
え
、
自
主
的
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

連
合
町
内
会
は
住
民
の
下
支
え
役
と
し
て
の
役

目
を
認
識
し
、
施
策
を
提
案
し
、
実
施
に
向
け
積

極
的
に
汗
を
流
す
所
存
で
す
。

今
年
は
全
住
民
が
緑
豊
か
で
安
全

。
安
心
な
街

作
り
を
目
標
に
一肩
を
組
み
、
手
を
取
り
合
っ
て
進

み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

民
生
　
児
童
委
員
の
改
選
が
１２
月
１
日
に
行
わ

れ
、
新
会
長
に
鷲
頭
哲
夫
氏
を
選
出

■
民
生

・
児
童
委
員
　
担
当
町
内
会

槙
澤
　
暁
子
　
　
下
堤

一
丁
目
町
内
会

小
野
寺
陸
夫
　
　
一九
町

一
丁
目
町
内
会

元
町
二
丁
目
町
内
会

谷
日
　
猶
予
　
　
一九
町
三
丁
目
町
内
会

渡
辺
　
一示
子
　
　
一九
町
四
丁
目
町
内
会

小
林
　
一泉
子
　
　
一九
町
五
丁
目
町
内
会

関
谷
　
和
子
　
　
一九
町
六
丁
日
町
内
会

鷲
頭
　
哲
夫
　
　
一九
町
七
丁
目
町
内
会

御
所
野
地
区
全
域
担
当

吉
尾
　
邦
彦
　
　
地
蔵
田
二
丁
目
町
内
会

高
橋
東
洋
冶
　
　
地
蔵
田
四
丁
目
南
町
内
会

地
蔵
田
五
丁
目
南
町
内
会

高
木
　
久
子
　
　
地
蔵
田
四
丁
目
北
町
内
会

地
蔵
田
五
丁
目
北
町
内
会

■
主
任
児
童
委
員

照
井
真
紀
子
　
　
御
所
野
地
区
全
域

利
部
　
敦
子
　
　
御
所
野
地
区
全
域

南
部
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ

ン
タ
ー
の
動
向

連
合
町
内
会

副
会
長
　
山
岸
　
重
夫

去
る
Ｈ
月

１０
日
、
東
部

・
南
部
に
整
備
予
定

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
既
存
施
設
を
活

用
し
て
設
置
す
る
と
の
構
想
が
突
然
新
聞
で
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
南
部
地
域
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
推
進
協
議
会
で
は
候
補
地
を
絞
り
切
れ
ず
、
各

候
補
地
の
評
価
点
を
添
え
て
最
終
判
断
を
市
当
局

に
委
ね
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

‐２
月
２４
日
、
南
部
地
域
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
推
進
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
町
内
会
か
ら
京
野
会
長
、
山
岸

・
相
澤
両

副
会
長
が
、
行
政
側
か
ら
地
域
振
興
部
長
以
下
５

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
冒
頭
部
長
よ
り
、
報
道
が

先
行
し
た
お
詫
び
と
共
に
、
財
政
事
情
と
市
長
交

替
等
に
伴
い
、
セ
ン
タ
ー
の
分
散
化
の
対
応
を
決

断
し
た
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
今
時
点
で
は

南
部
地
域
は
御
野
場
地
域
セ
ン
タ
ー
と
南
部
公
民

館
の
改
修
、
整
備
で
対
応
す
る
こ
と
を
検
討
中
と

の
こ
と
で
す
。
し
か
し
そ
の
具
体
的
な
提
案
は
無

く
、
詳
細
の
提
案
、
説
明
を
求
め
再
度
次
回
協
議

会

（日
程
未
定
）
で
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設
と
は
別

に
、
地
元

鳥
井
市
議
会
議
員
が
、
地
域
の
要
望

の
強
い
コ
ミ
セ
ン
の
設
置
に
関
し
て
、
テ
ル
サ
の

部
分
活
用
で
そ
の
機
能
を
持
っ
た
類
似
す
る
施
設

の
設
置
を
市
当
局
に
働
き
掛
け
て
く
れ
て
い
ま

す
。
具
体
化
の
段
階
で
、
別
途
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

今
冬

の
除
雪
体
制

‐２
月
３
日
、
秋
田
市
除
排
雪
対
策
本
部
長
の

小
野
課
長
ほ
か
４
名
が
来
町
、
全
町
内
会
長
と
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
地
区
除
雪
業
者
も
４
社
と
な
り

（昨
年

ま
で
３
社
）
万
全
の
体
制
で
生
活
路
線
の
除
雪
対

応
を
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

連
合
町
内
会
で
も
、
全
町
を
４
プ
ロ
ッ
ク
に
分

け
、
対
策
本
部
、
各
除
雪
業
者
と
の
連
絡
等
、
降

雪
時
の
速
や
か
な
対
応
を
図
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
地
域
の
皆
様
も
雪
国
の
常
と
し
て
互
い
に

協
力
し
合
い
、
近
所
迷
惑
に
な
ら
な
い
対
応
を
心

が
け
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

除
雪
に
関
す
る
問
題
点
等
は
、
町
内
会
長
に
要

望
を
伝
え
、
そ
こ
か
ら
グ
ル
ー
プ
長
経
由
で
市
除

雪
対
策
本
部
に
連
絡
す
る
体
制
に
い
た
し
ま
す
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。



野所御

平
成
２２
年
度

行
政
に
対
す
る
要
望

毎
年
御
所
野
地
区
全
体
の
問
題
点
や
改
善

要
望
を
行
政
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

緑
豊
か
な
住
環
境
の
維
持
と
住
民
の
安

全

・
安
心
を
守
る
た
め
、
今
年
も
要
望
事
項

を
取
り
ま
と
め
新
年
早
々
に
行
政
に
対
策

・

改
善
を
要
求
い
た
し
ま
す
。

詳
細
内
容
は
紙
面
の
都
合
で
割
愛
し
、
項

目
の
み
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

一
、
新
都
市
整
備
事
業
の
理
念
の
継
承
に
つ

い
て

０
　
都
市
整
備
機
構
撤
退
後
の
理
念

「緑
豊

か
な
ゆ
と
り
あ
る
街
」
の
継
承
に
つ
い
て

②
　
地
域
協
定
と
協
定
地
域
外
の
開
発
に
つ

い
て

二
、
地
域
の
道
路
環
境
の
向
Ｌ
に
つ
い
て

０
　
空
港
ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て

。
工
事
日
程
と
道
路
完
成
後
の
御
所
野
地

区
内
の
道
路
に
お
よ
ぼ
す
影
響
と
環
境

整
備
計
画
に
つ
い
て

②
　
工父
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

・
南
部
中
央
線
と
地
蔵
田
方
面

へ
の
Ｔ
字

路
照
明
灯
の
改
善

・
新
都
市
環
状
線
の
地
蔵
田
住
宅
地
内
に

お
け
る
交
通
規
制

・
幹
線
道
路
沿
い
の
街
路
樹
補
植

０
　
本
田
橋
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

三
、
そ
の
他

０
　
地
蔵
田
遺
跡
の
資
料
館
建
設
に
つ
い
て

（長
期
継
続
要
望
事
項
）

②
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
児
童

室
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

（長
期
継
続
要

望
事
項
）

０
　
下
堤
バ
ス
停
留
所
の
防
犯
灯
設
置
に
つ

い
て

連
合
町
内
会
新
年
交
流
会
の
開
催

恒
例
に
な
っ
た
連
合
町
内
会
主
催
の

「新
年

交
流
会
」
が
、
１
月
１５
日
に
中
央
シ
ル
バ
ー
エ

リ
ア
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

来
賓
と
し
て
穂
積
秋
田
市
長
、
冨
樫
県
議
会

議
長
、
秋
田
市
議
会
議
員
、
各
公
的
機
関
、
夏

ま
つ
り
に
ご
協
力
頂
い
て
い
る
各
企
業
の
代
表

者
な
ど
、
〈
口
せ
て
３０
名
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
御
所
野
地
区
の
関
連
団
体
と
各
町
内
会

か
ら
は
、
合
せ
て
７４
名
が
出
席
予
定
で
す
。

交
流
会
に
お
い
て
は
今
後
の
連
合
町
内
会

ヘ

の
更
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
御

所
野
を
よ
り
住
み
よ
い
街
に
す
る
た
め
に
意
見

交
換
を
十
分
に
行
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。☆

御
所
野
豆
知
識

☆

前
回
広
報
の

「御
所
野
に
残
る
羽
州
街
道
」

に
つ
い
て
の
補
足
と
追
加

・
庚
申
塔
が
安
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
元
町
四

丁
目
Ｈ
１
１９
の
佐
々
木
敏
男
宅

・
御
所
野
開
発
前
に
は
高
清
水
酒
造

（株
）
の

場
所
に
こ
ん
も
り
と
し
た

一
里
塚
が
あ
っ
た
。

（佐
々
木
清
太
郎
氏
談
）

・
羽
州
街
道
は
当
初
国
替
え
に
よ
っ
て
佐
竹
義

宣
が
湊
城

（秋
田
実
季
の
旧
本
拠
）
に
入
城
し

た
頃
は
御
所
野
を
通
ら
ず
、
豊
島
―
田
唐
川
―
柳

館
―
松
崎
―
谷
内
佐
渡
―
赤
沼
―
蛇
野
―
手
形
―
泉
―

神
田
―
八
柳
―
湊
の
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。

（羽
州

街
道
は
１６
世
紀
末
か
ら
１７
世
紀
に
か
け
て
全
線

完
成
）

・
義
宣
は
湊
城
が
狭
院
で
あ
る
と
い
う
理
由
か

ら
久
保
田
城
築
城

（現
千
秋
公
園
）
に
着
手
し

た
時
期

（１
６
０
３
年
）
の
前
後
に

豊
島
―
御

所
野
―
横
山
―
牛
島
―
八
橋
―
寺
内
―
湊

に
付
け
替

え
ら
れ
た
。

第5回 御所野ミニかまくらまつり 日程決定 :
御所野では毎年、ミニかま<らまつりを開催しています

今年も御所野全域で子どもも大人もた<さんのミニかま<らを作り、
一斉に点火したいと思います。

ロウソクは各町内会でた<さん用意いたします。
ビひ参加して御所野の冬の輝きを楽しんでいただきたいと思います。

日時 :2月 5日 (土) 午後 4時半頃から一斉点火です
雪不足の場合は2月 12日 (土 )に延期いたします。

この場合は、各町内会長を通じて皆さんli連絡いたします。

☆昨年のミニかまくらまつりの写真です

☆ ホームベージ「御所野わが街」に皆さんのミニかま<らの写真を掲載したいと思います。

た<さんの投稿写真、あ待ちしています。

子供たちが一生懸命作りました (元町 4丁目) 850個のミニかまくら通りです (元町 7丁目) 大きなかまくら (地蔵田 5丁目北)


